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電
信
は
オ
ン
オ
フ
の
符
号
通
信
で
文
字
の
伝
送
に
使
わ
れ
た
。
次
に
音
声
の
通
信
を
実
現
し
た
く
な
る
。

電
信
は
電
流
を
接
続
し
た
り
、
切
断
し
た
り
し
て
信
号
源
を
作
る
が
、
そ
の
た
め
、
ガ
ラ
ス
管
（
真
空
管
）
に

陰
極
と
陽
極
を
入
れ
、
電
流
が
一
方
し
か
流
れ
な
い
二
極
管
が
開
発
さ
れ
た
。
電
流
の
流
れ
を
単
純
な
オ
ン

オ
フ
だ
け
で
な
く
、
音
声
や
音
楽
の
よ
う
に
連
続
的
に
強
弱
が
変
化
す
る
電
流
の
発
生
が
必
要
に
な
る
。
こ

の
現
象
を
実
現
す
る
た
め
、
二
極
管
の
両
極
間
の
電
子
の
流
れ
る
空
間
に
電
流
を
制
御
す
る
た
め
、
も
う
一

極
、
網
の
電
極
が
挿
入
さ
れ
た
。
網
に
加
え
る
小
さ
い
信
号
が
そ
れ
を
受
け
る
電
極
で
大
き
な
電
圧
に
増
幅

で
き
る
三
極
管
が
開
発
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
実
験
室
段
階
か
ら
大
規
模
な
真
空
管
の
出
現
に
よ
っ
て
実
用
へ

と
発
展
し
た
。 

 

ア
ン
テ
ナ
の
形
状
に
合
っ
た
特
定
な
電
流
の
振
動
を
真
空
管
か
ら
ア
ン
テ
ナ
に
加
え
る
と
、
こ
の
振
動
が

電
波
と
な
っ
て
外
部
の
空
間
に
放
射
さ
れ
る
。
電
波
は
光
と
同
じ
な
の
で
、
ア
ン
テ
ナ
か
ら
直
進
す
る
放
射

方
向
し
か
進
ん
で
い
か
な
い
。
携
帯
電
話
の
た
め
に
街
の
至
る
所
に
棒
切
れ
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
こ

と
か
ら
分
か
る
通
り
だ
。
と
こ
ろ
が
、
丸
い
地
球
に
電
波
を
反
射
す
る
金
網
の
よ
う
な
球
の
層
が
高
さ
一
〇

〇
か
ら
三
〇
〇
㎞
の
上
空
で
地
球
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
太
陽
か
ら
地
球
に
向
か
っ
て
飛
翔
し
て
く
る
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
粒
子
が
大
気
の
上
層
部
と
ぶ
つ
か
り
、
イ
オ
ン
状
に
な
っ
た
球
状
の
電
離
層
で
あ
る
。
こ
の

層
は
電
波
を
反
射
さ
せ
る
。
こ
の
層
が
あ
る
の
で
、
地
上
か
ら
垂
直
か
ら
斜
め
の
向
き
に
放
射
さ
れ
た
電
波

は
電
離
層
で
反
射
さ
れ
再
び
地
上
に
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
反
射
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
地
球
の
裏
側
と
の
通

信
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
電
波
の
振
動
は
短
波
帯
、（
一
〇
か
ら
三
〇
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
）
で
特
に
戦
前
は
国

際
通
信
の
主
流
だ
っ
た
。 

 

電
信
の
時
代
の
一
九
二
九
年
に
刈
谷
市
に
大
規
模
な
依
佐
美
送
信
所
が
設
け
ら
れ
た
。
モ
ー
ル
ス
信
号
の

時
代
か
ら
短
波
通
信
の
時
代
ま
で
活
躍
し
た
。
学
生
時
代
に
東
海
道
線
で
大
府
付
近
を
通
る
と
、
大
き
な
ア

ン
テ
ナ
の
鉄
塔
が
ま
だ
見
え
て
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
今
施
設
は
撤
去
さ
れ
、「
対
欧
州
無
線
通
信
発
祥
地
」

の
記
念
碑
の
設
置
が
あ
る
。
昭
和
六
年
、
雑
誌
「
キ
ン
グ
」
の
付
録
に
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
に
出
席
し
た
若

槻
禮
次
郎
の
実
況
放
送
の
一
枚
が
載
っ
て
い
る
。 

  


